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国有林野
事業の
取組は

じ
め
に

森
林
資
源
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
木
材
生
産
の
た
め
に
伐
採
し
た
森

林
に
、
確
実
に
再
造
林
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
一
方
で
、
再
造
林
に
要
す
る
大
き
な
費
用
負

担
や
、
造
林
を
行
う
作
業
者
の
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
天
竜
森
林
管
理
署
で
は
、
林
業

の
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
取
組
と
し
て
、

管
内
に
成
林
す
る「
テ
ー
ダ
マ
ツ
」に
着
目
し
た
調

査
や
実
証
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
過
去

に
植
栽
し
た
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
伐
採
跡
地
で
、
天
然

更
新
（
自
然
に
種
が
落
ち
て
発
芽
す
る
こ
と
）
に

よ
っ
て
育
っ
た
稚
樹
を
活
用
す
る
取
組
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
ダ
マ
ツ
の
特
徴

テ
ー
ダ
マ
ツ
は
北
米
原
産
の
マ
ツ
科
の
樹
種

で
、
お
お
む
ね
30
年
程
度
を
伐
期
と
す
る
早
生
樹

で
す
。
成
長
が
早
い
こ
と
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
能
力
が
高
く
、
マ
ツ
材
線
虫
病（
マ
ツ
枯
れ
病
）

に
対
し
て
高
い
抵
抗
性
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
合
板
用
材
と
し
て
の
利
用
価
値
が
高

テ
ー
ダ
マ
ツ
に
よ
る

省
力
・
低
コ
ス
ト
林
業
の
可
能
性

関
東
森
林
管
理
局　
天
竜
森
林
管
理
署

愛知県 静岡県

●
天竜森林管理署

国有林

　天竜森林管理署は静岡県の西部地方に位置し、北部
は赤石山系につながる急峻な山岳地帯で、中部から南
部へ向かうにつれて標高が下がり、南部は三方原、磐
田原等の丘陵地帯となっています。
　国有林は、天竜川支流の気田川及び水窪川の源流部
に生育するブナ、ツガ及びモミ類等の天然林約1.1万
haと、古くからの林業生産活動によって造成されたス
ギ、ヒノキ等の人工林約1万haから構成されており、
人工林については、天竜スギとして日本三大人工美林
のひとつに数えられています。
　天竜森林管理署では、適正な森林管理、木材の安
定供給、大学や研究機関と連携した技術開発等の取組
を進めてきたほか、天竜材販路拡大の取組として国、
県、市、森林組合が連携したFSC森林認証取得を全国
で初めて行いました。

静岡県浜松市浜名区中瀬2663-1

24.7万ha
うち森林面積	 13.3万ha
うち国有林面積	 2.2万ha

４市１町（浜松市、湖西市、袋井
市、掛川市、周智郡森町）

所在地

区域面積

関係自治体

管内概要

天竜森林管理署庁舎

テーダマツ林と球果（松ぼっくり）

く
、
木
材
利
用
の
面
で
も
優
れ
た
特
性
を
備
え
て

い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
に
は
、
木
材
の
増
産
を
目
的
と
し

て
全
国
で
植
栽
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
40
年
代
当
時

で
全
国
に
約
1
︐5
0
0
ha
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
約
１
割
を
占
め
る
約
1
6
0
ha
の
植

栽
が
静
岡
県
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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テ
ー
ダ
マ
ツ
活
用
に

向
け
た
取
組

令
和
７
年
度
現
在
、
天
竜
森
林
管
理
署
管
内
に

は
約
70 
ha
の
成
林
し
た
テ
ー
ダ
マ
ツ
人
工
林
が
あ

り
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
立
木
販
売（
主
伐
）を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
は
同
時
期

に
販
売
さ
れ
た
ス
ギ
と
同
程
度
の
価
格
帯
で
取
引

さ
れ
、
主
に
合
板
用
材
と
し
て
の
需
要
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
当
署
で
は
、
静
岡
県
農
林
技

術
研
究
所
森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を

締
結
し
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
に
関
す
る
施
業
や
利
活
用

に
資
す
る
技
術
開
発
、
試
験
研
究
を
共
同
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
伐
採
跡

地
に
稚
樹
が
自
然
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
天
然
更
新
に
よ
る
造
林
初
期
コ

ス
ト
の
低
減
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
11
月
に
稚
樹
の
発
生
や
生
育
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
伐

採
完
了
か
ら
２
年
７
か
月
経
過
し
た
伐
採
跡
地

に
お
い
て
２
９
︐1
2
5
本
/
ha
の
稚
樹
が
確
認

さ
れ
、
樹
高
は
平
均
83 

cm
、
最
大
で
1
5
9
cm
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
関
東
森
林
管
理
局

の
天
然
更
新
完
了
目
安
（
伐
採
完
了
３
年
で
30 

cm

以
上
が
5
︐0
0
0
本
/
ha
）を
満
た
し
て
お
り
、

種
子
を
供
給
す
る
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
母
樹
が
伐
採
跡

地
内
や
周
囲
に
残
存
し
て
い
れ
ば
、
再
造
林
を
行

わ
な
く
と
も
天
然
更
新
で
き
る
可
能
性
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
天
然
更
新
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ

に
、
稚
樹
の
段
階
で
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害

が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
に
対
す

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
嗜
好
性
を
調
査
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
及
び
７
年
度
に
、
防
護
柵
の
外
に

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
テ
ー
ダ
マ
ツ
を
植
栽
し
た
箇
所

に
お
い
て
、
食
害
の
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
食
害
に
よ
り
消
滅
す
る
中
で
、

テ
ー
ダ
マ
ツ
が
残
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害

の
リ
ス
ク
が
低
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
が
一
定
以
下

の
箇
所（
10
‒
30
頭
/
km2
）で
は
、
防
護
柵
を
設
置

し
な
く
て
も
成
林
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
は
、
植
栽

や
保
育
に
要
す
る
労
力
や
コ
ス
ト
の
低
減
の
観
点

か
ら
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
行
う
に
あ
た
っ

て
有
効
な
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

得
ら
れ
た
成
果
は
、
毎
年
、
静
岡
県
及
び
県
内

市
町
、
大
学
、
林
業
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
現

地
検
討
会
等
を
開
催
し
て
共
有
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
視
察
等
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
他
県
の
林
務
担
当

者
を
は
じ
め
、
研
究
機
関
や
大
学
関
係
者
へ
の
情

報
提
供
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
取
組
か
ら
、
近
年
、
天
竜
森
林
管

理
署
は「
テ
ー
ダ
マ
ツ
先
進
地
」と
し
て
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
て
お
り
、
視
察
依
頼
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
は
、
テ
ー
ダ
マ
ツ

を
植
栽
樹
種
と
し
た
分
収
造
林
契
約
も
行
い
ま
し

た
。
静
岡
県
も
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
実
現
に

向
け
、
令
和
8
年
度
か
ら
テ
ー
ダ
マ
ツ
を
活
用
し

た
新
し
い
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
ダ
マ
ツ
の
稚
樹
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
地

が
き
の
手
法
や
必
要
性
、
除
伐
・
間
伐
等
の
適
期

の
判
断
な
ど
、
各
種
施
業
に
関
し
て
引
き
続
き
調

査
・
検
証
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

テ
ー
ダ
マ
ツ
の
試
験
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

得
ら
れ
た
成
果
を
勉
強
会
や
現
地
検
討
会
等
に
よ

り
紹
介
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
森
林
・
林
業
の

実
現
に
向
け
、
継
続
し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

稚樹の発生・生育状況の調査 伐採跡地で自然発生している稚樹

現地検討会

伐採跡地におけるテーダマツ稚樹の生育状況（左：令和6年3月時点、右：令和７年７月時点）




